
 春の山野草と小品盆栽展   高浜さつき同好会 
会期 令和8年５月３日（日）～５月５日（火） 

    午前９時～午後５時 （最終日は午後４時まで） 

会場 高浜公民館 １階エントランスホール 

【イベント内容】 

  山野草・小品盆栽チャリティー販売会 苔玉教室 

  売り上げの一部は社会福祉協議会へ寄付させていただきます。 

【会員募集中】 

  盆栽・山野草などに興味のある方。年齢・性別を問いません。 

  お問い合わせ先  090-8790-2320  代表 福谷達雄 

 

参加者に、登城記念の御城印  

とクリアーファイル（赤色立体

図とまさつね君の２枚）をプレ

ゼントします。 

 
申込時に 
希望日を 
お伝えく 

ださい。  



今回ご紹介するのは、かつて高浜町に存在し、学術的にも大きな価

値を持つ「高浜隕石」です。この隕石は、赤尾町の専能寺にその痕跡

が残されています。同寺は蓮如上人ゆかりの旧跡として知られる真宗

寺院であり、地域の歴史と深く結びついた場所でもあります。 

  高浜隕石が広く知られるようになったのは、京都大学による調査が

きっかけでした。新聞にも取り上げられ、一時は町の話題をさらったと

いいます。隕石はもともと中津海の松並木に落下し、その後は中津海

共同墓地で祭壇用の石として使われていました。 のちに専能寺の住

職・宮崎最勝師が寄贈を受け、同寺の庭石として大切にされていたそ

うです。 

  当初は「ただの巨石」と判断されていましたが、 京都大学が再調査を行った結果、隕石であることが明ら

かになりました。大正13年8月、京都大学地質学教室の近重真澄博士による鑑定では、長さ1m40cm、幅

76cm、重量約1.2トンという堂々たる姿が記録されています。主成分は橄欖石（かんらんせき）で、ニッケル

クロム鉱を含むことが確認され、当時「全国最大の隕石」と評価されたほどの貴重な存在でした。 

  その後、隕石本体は京都大学に寄贈され、現在専能寺には模型石が置かれています。 町の人々の暮らし

の中にひっそりと紛れ込み、長い年月を経てその正体が明らかになった高浜隕石は、まさに“地域に眠ってい

た宝物”といえるでしょう。 

  高浜町には、歴史や文化だけでなく、このように全国的に価値の高い自然史の遺産が存在していました。

地域の誇りとして、そして未来へ語り継ぐべき貴重な記録として、ぜひ多くの人に注目していただきたいもの

です。                                           文責 : 郷土資料館 学芸員 倉田 尚明 

  このたび、4月より高浜公民館に赴任い

たしました福本いづみと申します。 

  地域の皆さまに支えられながら、高浜公

民館「陽だまり」がより親しみやすく、気軽に

集える場となるように努めてまいります。こ

れまで高浜公民館で、パーソナルコーディ

ネートの講座などにも携わってまいりました

ので、そうした経験も活かしながら、皆さま

の暮らしに彩りを添えるような講座や活動を

企画していきたいと考えております。不慣れな点もございますが、

地域の皆さまとの出会いを大切に、一つひとつ学びながら取り組

んでまいります。どうぞよろしくお願いいたします。 

  このたび、4月より高浜公民館に参りました

槌本ゆらと申します。 

  生まれ育ったこの高浜で、地域の皆さまの

お役に立てることを大変うれしく思っておりま

す。公民館が、誰もが気軽に集い、交流できる

場となるよう努めるとともに、地域の皆さまに

寄り添った活動に取り組んでまいります。まだ

不慣れな点もございますが、地域の皆さまと関

わりながら、少しでもお役に立てるよう頑張っていきたいで

す。皆さまと顔を合わせてお話できるのを楽しみにしていま

すので、どうぞお気軽にお声がけください。よろしくお願い

いたします。 

 
高浜を元気にする軽トラ野郎たちの夢 

 
お待たせしました!!  

６月６日(土) 

9:00～12:00 

◆農家さんが丹精込めて作った新鮮野菜を 

  軽トラの荷台て販売します。 

  場所は、高浜公民館正面駐車場です。 

  雨天の場合は、公民館１階で行います。 

◆高浜軽トラ市に出品していただける農家 

  さんを募集しています。 

◆雑貨やハンドメイド、中古品などのフリー 

  マーケットでの参加もお待ちしています。 

※連絡先 ☎０９０－９８７１－８５４８（河島） 

  までご連絡ください。   

《知っとこ 高浜のお宝発見！》 「高浜に眠っていた日本最大級の隕石」 

        『 高 浜 隕 石 』 


